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１. 組織の概要　及び　事業規模（対象範囲）

組織の概要

　・　 会社名 株式会社　柴田造園

代表取締役　柴田　修次

　・　 所在地
本　社 愛知県岡崎市岡町字北石原２１番地

額田営業所 愛知県岡崎市桜井寺町字東野８６-１６

展示場 愛知県岡崎市岡町字北石原４８番地

社員駐車場 愛知県岡崎市岡町字石田8番地

　・　 環境管理責任者及び担当連絡先

管理責任者　常務取締役　増田　健 TEL0564-51-0550

建設業許可　 愛知県知事（一般）第４４５１２号

事業内容 造園工事、緑化土木工事・外構工事、設計・施工・管理業務

収集運搬業許可 産業廃棄物収集運搬業　愛知県　第02300124974号
　　　 *　自社業務に関した収集運搬業のみ取り扱っています。

事業規模（対象範囲）

法人設立年月日 昭和63年9月2日

資本金 12,000千円

売上高 258,580千円 （令和４年度）

従業員 ９名

　・　 対象範囲（認証・登録範囲）

対象組織　株式会社　柴田造園
本社・額田営業所・展示場

対象活動
各種造園工事・緑化土木工事・外構工事　　設計・施工・管理業務

レポート対象期間 令和４年６月～令和５年５月

レポートの発行日　 令和５年　６月１６日



2. 実施体制

ＥＡ２１実施体制図
作成日 令和元年１１月９日

作成者 増田　健

承認者 柴田　修次

環境管理担当者
近藤　義幸

・自部門の環境目標及び活動計画の運営管理

・自部門の従業員に対する教育訓練の実施

・環境方針の理解と環境への取組の重要性の自覚

全従業員 ・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

・環境活動レポートの作成

・環境関連文書及び記録の作成、管理等

・環境活動計画の実施状況確認

・自部門の環境経営システムの実施

部門長 ・自部門の環境方針の周知

・資源（人員、設備、費用等）の準備

・代表者による全体の評価と見直し

・経営の課題とチャンスの明確化

・環境経営システムを構築、運営、維持し、その状況を報告する

環境管理責任者 増田　健 ・外部からの苦情等の受付と必要な対応及び結果の記録

・実施体制の構築

代表者 柴田　修次 ・環境管理責任者の任命

代表者

代表取締役　柴田修次

環境管理責任者

増田　健

営業・事務 工務部

担　当 役割・責任・権限

・環境方針の策定及び全従業員への周知



3. 環境経営方針

 

環境経営理念

柴田造園・SHIBAZOは、岡崎市のよき企業市民の一員として

岡崎及び三河地域の造園、外構、緑地管理などの事業活動を通じて

美しい環境空間の創造とその整備・保全に貢献すると共に

環境経営の継続的改善を進めます。

環境行動指針

環境関連法規則や環境条例など当社が約束したその他の要求事項を遵守します。

＊環境に配慮した施工を推進します。

＊省エネルギーに取組み二酸化炭素の排出を削減します。

＊分別の徹底・リサイクルの推進に努め廃棄物排出量を削減します。

＊節水に努め水の使用量を削減します。

＊化学物質の適正な維持管理に努めます。

＊社会貢献活動を積極的に行います。

　　本方針を全従業員に周知徹底します。

制定日 平成30年6月22日

改訂日 令和２年６月５日

株式会社　柴田造園

代表取締役　柴田　修次



作成日 作成者

4. 環境経営目標
令和４年６月１０日 増田　健

基準値 年度目標

1％削減 2％削減 3％削減
kg-CO2 56,500.0 55,935.0 55,370.0 54,805.0

1％削減 2％削減 3％削減
　 19,500.0 19305.0 19110.0 18915.0

ｋWh

1％削減 2％削減 3％削減
　 8,181.0 8099.2 8017.4 7935.6
Ｌ

1％削減 2％削減 3％削減
　 9,880.0 9781.2 9682.4 9583.6
Ｌ

1％削減 2％削減 3％削減
　 358,650.0 355,063.5 351,477.0 347,890.5
ｋｇ

　
％ 90% 90%以上 90%以上 90%以上

1％削減 2％削減 3％削減
　 145.0 143.55 142.1 140.7
㎥

　 適正管理 適正管理 適正管理 適正管理
　 　

0 0 0 0

　
１回 1回 1回 1回

電力の二酸化炭素排出係数は令和３年度中部電力の調整後排出係数（0.388kg-CO2/kWh)を使用する。

 
LPGの使用量については少量の為、実績値は把握するが目標管理は行わない。

環境目標は工事現場の工種によってばらつきがあるため、過去３年間（H３０年６月～R３年５月）の実績値をベースに定め
た。

過去３年間
ベース

令和４年度 令和５年度 令和６年度
目標項目 単位

社会貢
献 周辺の清掃実施 件数/月

環境に
配慮した

施工
環境に対しての苦
情件数の削減

件数

化学物
質の削

減
化学物質購入量
の管理

二酸化炭素排出
量の削減

電力使用量の削
減

ガソリン使用量の削
減

軽油使用量の削
減

産業廃棄物のリサ
イクル率

節
水 水使用量の削減

廃
棄
物
の
削
減

一般廃棄物の削
減（焼却ごみ）

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減



作成日 作成者

5. 環境経営計画
令和４年６月１日 増田　健

令和3年度（令和３年６月～令和４年５月）の取組内容と担当部署は以下の通り。
活動の計画として　①毎月、各項目ごとに今年度と前年度の実績値と比較し評価する。
②3ヶ月毎に活動の実績結果を見て評価し、要注意事項や改善事項があれば展開する。

担当部署
(担当者）

冷暖房管理の徹底（夏場２８度、冬場２０度）

空調機のフィルターを２回/年清掃する

休憩時、不要時の照明の消灯 全部署

不使用のＯＡ機器電源ＯＦＦ

クールビズ・フォームビズの推進

アイドリングストップの徹底

ガソリン使用量の削減 エコドライブの実施と推奨 全部署

アイドリングストップの徹底

軽油使用量の削減 エコドライブの実施と推奨 工務部

エコモード走行の推奨と実施

分別を徹底する

一般廃棄物の削減 資源化促進 全部署

分別を徹底する

産業廃棄物の削減 資源化促進 工務部

節水表示

水使用量の削減 洗車の回数を減らす 全部署

漏水点検

化学物質の購入量の管理

ＳＤＳの収集・管理 工務部

会社周辺の清掃実施（１回/月） 全部署
会社周辺の清掃

環境目標項目
取組内容

　　　（取組の自己チェックを踏まえて）

電力使用量の削減

化学物質使用量の管
理の徹底



６. 環境経営目標の実績

単位 増減 評価

（負荷の自己チェックを踏まえて） ％ ○×

基準比

kg-CO2

56,500.0 55,935.0 53,353.2 -5.5%

kWh

19,500.0 19,305.0 17,852.7 -8.4%

Ｌ

8,181 8,099 7,990 -2.3%

Ｌ

9,880 9,781 9,588 -3.0%

kg

358,650 355,064 322,910 -10.0%

％

99% 90%以上 100.0% -

ｍ3

149.3 146.3 172.0 +15.2%

- 適正管理 適正管理 適正管理 -

件数

0 0 0 -

件/数

月1回 月１回 月１回 -
社会貢献 会社周辺の清掃 〇

環境配慮した
施工

環境に対しての苦情件
数の削減

○

節水 水使用量の削減 ×

化学物質の
削減

化学物質の適正管理

○・購入量管理

・ＳＤＳの管理

一般廃棄物の削減 ○
廃棄物の削

減
産業廃棄物のリサイクル率 〇

ガソリン使用量の削減 ○

軽油使用量の削減 ○

目標項目 R４年６月-R５年５月

○

電力使用量の削減 〇

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

目標 実績
基準値

二酸化炭素排出量の削減



７. 環境経営計画の取組結果と評価、今後の取組み

3ヶ月毎に活動の実績結果を見て評価し、要注意事項や改善事項があれば展開する。

◎よくできた　○ままできた　△あまりできなかった　×できなかった

実施 実施

部署 結果

電力使用量の削減 環境目標達成状況：○

冷暖房管理の徹底（夏場28度、冬場20度） ○
空調機のフィルターを２回/年清掃 全部署 〇
休憩時、不要時の照明の消灯 〇
不使用のＯＡ機器電源ＯＦＦ 〇
クールビズ・フォームビズの推進 △

ガソリン使用量の削減 環境目標達成状況：○

アイドリングストップの徹底 〇 現場では、まずアイドリングストップを

エコドライブの実施 全部署 〇 推奨し活動しました。

車両運行管理 〇

軽油使用量の削減 環境目標達成状況：○

アイドリングストップの徹底 ○ 現場では、まずアイドリングストップと

エコドライブの実施 工務部 ○ エコドライブモードを推奨し活動しました。

車両運行管理 ○

一般廃棄物の削減 環境目標達成状況：○

分別を徹底する 全部署 ○

資源化促進 ○

産業廃棄物の削減 環境目標達成状況：○

分別を徹底する 工務部 ○ 産業廃棄物の総量は現場の工種に伴い減少し、

資源化促進 ○ 再資源化量は目標の90.0%以上を達成できた。

水使用量の削減 環境目標達成状況：×

節水表示 × 節水の意識は高まっているが薬剤散布の水

洗車の回数を減らす 全部署 ― の使用量が増え目標が達成できなかった。

漏水点検 ○

化学物質の適正管理 環境目標達成状況： ―

化学物質の購入量の管理 工務部 〇 継続する。

ＳＤＳの収集・管理 ○ 　

環境配慮した施工 環境目標達成状況：○

環境配慮した施工 工務部 〇 継続する。

会社周辺の清掃 環境目標達成状況：○

会社周辺の清掃実施（１回/月） 全部署 〇 継続する。

　

　次年度の環境経営計画は令和3年度のものを継続する

環境活動計画 評価と次年度の取組内容

担当工場が変わり刈り草・剪定枝の処分量が減ったた
め削減目標が達成できました。分別、資源化促進を今
後も継続する

事業規模拡大にあった基準値を新たに設定し達成した。

事務所内での節電の取組み意識が浸
透してきた成果が出ている。引き続き取
組みを継続する。



8.環境関連法規等の遵守状況の確認・評価結果と違反、訴訟等の有無

当社に適用となる環境関連法規等

遵守評価

廃棄物の適正分別と保管場所の確保

廃棄物処理法 産業廃棄物の適正処理（収集運搬、処理業者への委託） 遵守

（第12条） 産業廃棄物管理表（ﾏﾆﾌｪｽﾄ）の交付と期間内処理の確認

管理票交付状況の岡崎市への年度報告

騒音規制法 特定建設作業実施届出書の届出 遵守

　 （第６条） 地域住民の苦情への対応 　

振動規制法 特定建設作業実施届出書の届出 遵守

（第６条） 地域住民の苦情への対応

愛知県民の生活 自動車の駐停車時のｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟの従業員への指導 遵守

廃棄物処理委託先の実地確認（県条例第11条2項）

家電リサイクル法 使用済特定家電の引取業者への適正な引渡し 遵守

（第６条）

自動車リサイクル法 使用済自動車の引取業者への適正な引渡し 遵守

（第10条）

農薬取締法 使用禁止、使用制限義務の遵守 遵守

フロン排出抑制法 フロン漏洩監視のための空調室外機の簡易点検と定期点検の 遵守

実施（圧縮機能量7.5kw未満は目視による簡易点検

廃却依頼した回収業者の取引証明書

違反・訴訟等

当社に適用される環境関連法規等の遵守状況を確認・評価の結果は環境関連法規への

違反はありません。

なお、関係当局よりの違反等の指摘は、過去３年間ありません。

（第4、11、12条）

作 成 日 作　成　者

令和５年５月２０日 近藤　義幸

適用法令等

環境保全条例

（第4、11、12条）



9. 代表者の全体評価と見直し結果

作成日 令和 ５年 ６月 １０日

作成者 代表者　柴田修次

見直しに必要な情報

項　　目 評価・コメント

1 環境経営目標の達成状況 削減率は対基準値比

・ガソリンは、2.3　　　％削減しました。

・軽油使用量は、3.0　　　％削減しました。

・水使用量は、15.2　　　％増加しました。

2 環境経営計画の実施及び運用結果

3 環境法令等の遵守状況

4 外部からの環境に関する苦情や要望等

5 前回の指示への取組み結果

変更の必要性

　　変更「有」の場合の指示事項

1 環境経営方針 有 無

2 環境経営目標 有 無

3 環境経営計画 有 無

4 実施体制 有 無

総括：評価及び指示事項

　昨年度の総括を踏まえて、新規目標基準値を作成し操業した一年でした。工事完工高の上伸びに
対してその上昇率を抑えての実績数値の評価も考えたいと思います。化石燃料の消費等、お取引
先からの要望など今後に至っては工事車両のハイブリッド化やEV化などの導入、さらには車両庫屋
上へのソーラー発電による電源確保も視野に入れての取組みも近い将来訪れるものと思われるし、
地球的環境への貢献をしていきたいと考えています。

項　　目 変更の必要性

・環境経営目標を現場の変更を加味して作成しま
した。

・電力は、8.4　　　％削減しました。

・取組内容はいずれも基本的な案件ばかりであ
り、引き続き活動の徹底を図り無駄をなくす。

・厳守しています。

・特になし



　10. 問題点の是正措処置及び予防処置の結果

チェック 問題点の定起事項
○ ・環境経営目標達成状況が計画と大幅に異なる場合

・環境経営計画の実施状況が計画と大幅に異なる場合

・環境関連法規等が遵守されていない場合

・その他問題がある場合（環境経営システム等）

問題の内容（作成者：近藤　義幸　　　　）

運用期間（R４/6/1～５/5/31）の水道水使用量が増加した。

目標 143 Ｌ

実績 172 Ｌ

増加率 15.2 % （基準値比）

問題原因の調査分析（作成者：増田　健　　　）

・薬剤散布の数量が増加しことが主な要因と思われる。

是正・予防処置内容（作成者：　増田　健　）

・現場仕事量に見合った水道使用量の基準値の改定が必要である。

有効性の確認    環境管理責任者

・問題はなくなったか YES      NO

・処置の過程や結果で新たな問題が発生したか YES     NO 　　増田　健

是正・予防処置完了確認日 令和５年６月１０日

水平展開の必要性の有無 有 無

発生部署 全体 作成日 令和５年６月５日



11. 外部からの環境に対する苦情や要望の記録

チェック 苦情や要望の種類
・騒音
・振動

・薬剤使用に対する事項

・その他

苦情や要望の内容（作成者：　近藤義幸　　　　　　　　　）

令和４年度は外部からの環境に対する苦情や要望はありません。

苦情や要望の調査分析（作成者：　　　-　　　　）

是正・予防処置内容（作成者：　　　-　　　）

改善の確認    環境管理責任者

・問題はなくなったか YES      NO

・処置の過程や結果で新たな問題が発生したか YES     NO 　　増田　健

是正・予防処置完了確認日 令和５年5月31日

水平展開の必要性の有無 有 無

発生部署 全体 発生年月日


